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研究成果の概要（和文）：発達障害者の社会的コミュニケーションの改善方法を開発する目的で、非流暢性障害
（吃音）や自閉症スペクトラム障害のある幼児・成人の自由発話の諸特性を解析した。その結果、発話文の複雑
さと構音の難易度に関連する要因、状態不安を引き上げる要因が吃音や非流暢性に影響すること、個人差が大き
く発達的に変化することが明らかになった。適切な支援方法の開発に有意義な結果が得られた。

研究成果の概要（英文）：For the purpose of developing methods to improve social communication for 
people with developmental disabilities, we analyzed various characteristics of free speech in 
children and adults with non-fluency disorders (stuttering) and autism spectrum disorders. As a 
result, it was clarified that factors related to the complexity of utterances and the difficulty of 
articulation, factors that raise state anxiety affect stuttering and non-fluency, and that 
individual differences vary greatly and change developmentally. Significant results were obtained in
 developing appropriate support methods.

研究分野：コミュニケーション脳科学

キーワード： 発達障害　非流暢性障害　音声言語　プソディック・ユニット　吃音　コミュニケーション　コミュニ
ケーション脳科学　自閉症スペクトラム障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発達障害者の社会的コミュニケーションの改善方法を開発する目的で、非流暢性障害（吃音）や自閉症スペクト
ラム障害のある幼児・成人の自由発話の諸特性を解析した。その結果、発話文の複雑さと構音の難易度に関連す
る要因、状態不安を引き上げる要因が吃音や非流暢性に影響すること、個人差が大きく発達的に変化することが
明らかになった。適切な支援方法の開発に有意義な結果が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

発達障害(Neurodevelopmental disorders)、特にコミュニケーション障害は脳神経回路網

発達の非定型性が主因とする仮説が有力である。脳画像研究法による解析で定型発達と非

定型発達における脳神経ネットワークの差異が報告されてきた（例えば、Yang et al., 

2016）。しかし、これらの研究は脳神経ネットワークの非定型性を明らかにしているものの、

コミュニケーション障害が脳神経ネットワークの非定型性とどのように関わるのか、言い

合えると脳神経ネットワークの非定型性がコミュニケーションに関わる諸機能のどの側面

にどのような影響を与えているのかについては必ずしも直接的根拠を示すものになってい

なかった。 

 
２．研究の目的 

 

本研究では、非流暢性障害（吃音）や自閉症スペクトラム障害のある幼児・成人の自由発

話や音声知覚過程を定型発達持者と比較解析し、脳神経ネットワークの非定型性がコミュ

ニケーションに関わる諸機能のどの側面にどのような影響を与えるのかについて研究した。 

 
３．研究の方法 

成人を対象とした研究と幼児を対象とした研究を行った。成人を対象とした研究では緊

張度の異なる２場面での音声コミュニケーションの差異を解析し、緊張が発話に及ぼす影

響を調べた。幼児を対象とした研究では紙芝居を鑑賞した後にその内容を説明する課題を

行い、音声コミュニケーションの特性を解析した。 

成人を対象とする研究では、吃症状のある成人 16名と吃症状のない成人 15名を対象と

した。所属大学研究倫理審査委員会の許可を得たうえで、研究協力者には目的や考えられる

利益、不利益など、必要事項を書面および口頭で説明し、署名をもって研究参加の同意を得

た。 

 図形情報を的確に相手に伝える図形伝言課題を対面場面と電話場面で実施した。図形情

報としては，円，三角形，台形，星形など 7 種の要素図形を，大きさ（大，中，小）や色

（白，赤，青，黄，黒），配置を様々に変え，16 枚の A4 画像を作製した。1 施行に 1 枚

をランダムに選択して使用した。対面場面では実験室内で研究協力者が指定された図形情

報を対面する実験者に説明する課題を実施した。電話場面では研究協力者が電話を介して

実験室外の面識のない相手に図形情報を説明する課題とした。 

皮膚電導度測定装置 Q センサーを手首に装着し、課題終了まで皮膚電導度 EDA を記録し

た。電話を使うことについては電話課題の最初に告知した。いずれの場面でも最初に課題を

再度説明して参加同意を再確認し、緊張度の心理指標である STAI を記入してから図形伝



言を開始した。順序効果を最小限に抑えるため両場面の実施順序を研究協力者間でカウン

ターバランスをとった。両場面間に 10 分の安静時間を設けた。安静時間ではリラクゼー

ション用中性画像を視聴してもらった。 

動画像記録を行い、吃症状と随伴症状を記録した。心理的指標として、心理検査 STAI 

による特性不安値と状態不安値、特定の発話場面に対する回避と反応の自己評定値を記録

した。心理指標 STAI は、準備・説明時、対面課題開始前、電話課題開始前、および実験終

了時の計 4 時点で記入してもらった。生理的指標として皮膚電導度を計測し、場面に応じ

た時系列変化を解析した。課題実施中の音声を記録し、音声分析ソフト Praat を使用して吃

音頻度、非流暢度を求めた。吃音頻度、非流暢度は吃音検査法（小澤、原、鈴木、森山、大

橋、2013）の方法により算出した。吃音中核症状数は吃音検査法の定義に従い、「音・モー

ラ・音節の繰り返し」、「語の部分の繰り返し」、「引き伸ばし」、「阻止」とした。その他の非

流暢数は「語句の繰り返し」、「言い直し」、「中止」、「挿入」、「とぎれ」「間」を対象とした。

総発話文節数は文法的に正しく発話された文節数とした。なお、5 分間の発話の平均文節数

は 203（標準偏差 62）であった。筆頭著者と言語聴覚士 1 名との間で吃音生起の評定の

一致率を算出した。対面時の吃音頻度、電話時の吃音頻度、電話時と対話時の吃音頻度差を

求めた。さらに、対面時の非流暢度、電話時の非流暢度、電話時と対話時の非流暢度差を求

めた。 

吃音頻度と非流暢度の場面による変化、およびそれらと EDA や STAI との関係を中心

に解析した。 
 
 
４．研究成果 

非流暢性障害のある成人の緊張場面での自発発話を解析した結果、吃音群では対面場面

より電話場面で吃音頻度と状態不安がともに上昇し、緊張の認知的制御特性と発話特性が

有意に関連することが明らかになった。さらに、複数の発話単位（プロソディック・ユニッ

ト）が含まれる複雑な発話文の音声プロソディが非流暢性障害に及ぼす影響を解析した結

果、メッセージ生成と、プロソディック・ユニット生成など発話に関わる複数の脳神経回路

網間の情報伝達の円滑さが非流暢性障害に関与していることが示唆された。 

吃音群では対面場面より電話場面で吃音頻度と状態不安（STAI）が相関して上昇し、状

態不安と吃音頻度との関係が有意であることが示された。主成分分析では EDA に吃音頻度

の上昇にも軽減にも相関する主成分が観測された。一般化線形モデルを活用した分析結果

からは、状態不安が高い電話場面での EDA 上昇は吃音頻度の上昇に、状態不安が低い対面

場面での EDA 上昇は非流暢度の減少に関連することが示された。ただし、一般化線形モデ

ルでは、群（吃音群、非吃音群）の効果が有意で、吃音頻度および非流暢度とも吃音群の方

が非吃音群より大きいことが示された。以上の結果は、予期不安は吃音頻度および非流暢度

の増減には関与するものの、群の効果として表現される群間差異を生み出す要因は他にも

あることを示唆するものである。生理的指標 EDA に吃音軽減と共変動する成分が含まれる



という結果は吃音の認知行動療法や自律訓練法との関連で興味深く、予期不安の軽減が吃

音の軽減には繋がらないとする先行研究には再考の余地があることも示唆する。 

さらに、学齢期前後の児童の発話を解析した結果、発話文の複雑さと構音の難易度に関

連する要因が吃音率や非流暢度など発話特性に有意な効果を示すこと、それらの効果は個

人差が大きく発達的変化を示すことを明らかになった。日本語音声のプロソディはアクセ
ントを基本とするプロソディック・ユニットが連結して発話文全体のイントネーションを
構成する。各プロソディック・ユニットの基本周波数の時間変化パタンは発話文の構文構造
とも密接な関係があり、係り受けの関係にあるユニット間を比較すると先行ユニットほど
基本周波数のピーク値は高く、後続（受け側の）ユニットほど低くなる特性がある。また、
文法上の深い切れ目では長いポーズが出現し、基本周波数の低下はリセットされて高く始
まる。このような構造をもった発話の円滑な生成のためには、メッセージを構成する形態素
の適正な選択と構文、およびそのプロソディ構築がある程度完成してから発話を開始する
必要がある。そうしないと発話途上で破綻が生じて非流暢性を生じてしまう可能性がある
ことが示唆された。 
 非流暢性障害を持つ発達障害児の発話特性を解析し、発話文の構文上の複雑さと構音の
難易度に関連する要因が吃音率や非流暢度など発話特性に有意な効果を示すこと、それら
の効果には個人差が大きく発達的変化を示すこと、メッセージ生成にかかわる脳神経回路
網とプロソディック・ユニット生成など音声生成運動企画過程にかかわる脳神経回路網の
非定形性が非流暢性障害に関与する可能性があること、定量的に測定した話者の緊張度と
吃音生起確率が相関することなどが明らかになった。これらの結果は、非流暢性障害にはメ
ッセージ生成にかかわる脳神経回路網と音声生成にかかわる脳神経回路網に不整合があり、
緊張場面でそれが増大することを示唆する。 
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